
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
ガ

ザ
」
パ
レ
ス
チ
ナ
軍
事
侵

攻
の
即
時
停
止
と
、
パ
レ

ス
チ
ナ
の
自
由
と
平
和
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願
」
は
、

日
12

の
総
務
常
任
委
員
会
（
本

間
正
芳
委
員
長
）
で
審
査

さ
れ
、
反
対
多
数
で
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

賛
成
は
、
加
藤
鉱
一
委

員
（
共
産
党
）
と
草
島
進

一
委
員
（
市
民
の
声
・
鶴

岡
）
の
２
人
、

反
対
は
、
渋
谷
耕
一
委

員
（
創
政
ク
ラ
ブ
）
と
五

十
風
一
彦
委
員
（
同
、
黒
）

井
浩
之
委
員
（
公
明
、
本
）

間
信
一
委
員
（
無
所
属
）

の
４
人
で
し
た
。

請
願
者
が
発
言

請
願
審
査
で
は
請
願
者

の
発
言
が
許
可
さ
れ
、
金

内
光
也
氏
は
「
日
本
は
憲

、

、

法
９
条
を
持
つ
国
と
し
て

戦
争
を
た
だ
ち
に
停
止
さ

せ
る
よ
う
、
働
き
か
け
る

」

。

べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た

加
藤
、
草
島
委
員
が
賛

成
討
論
、
五
十
嵐
、
黒
井

委
員
が
反
対
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

請
願
の
委
員
会
審
査
結

果
は
、

日
の
本
会
議
に

21

報
告
さ
れ
、
採
決
さ
れ
ま

す
。

狭
い
面
積
に
難
民
多

数
が
生
活

請
願
で
は
、

ガ
ザ
地
区
は
「
湯
野
浜

、

を
起
点
に
南
北
に
酒
田
方

面
、
由
良
方
面
に
そ
れ
ぞ

れ

㎞
、
平
野
部
方
面
に

20㎞
と
い
う
狭
い
面
積
に

10２
２
０
万
人
も
の
パ
レ
ス

チ
ナ
難
民
が
生
活
し
て
い

ま
す
」。

「
今
回
、
１
カ
月
半
と

い
う
短
期
間
で
・
・
・
イ

、

ス
ラ
エ
ル
の
連
日
の
猛
爆、

撃
と
軍
事
侵
攻
に
よ
っ
て

１
万
４
８
０
０
人
の
住
民

が
死
亡
し
、
そ
の
半
数
近

く
が

歳
以
下
の
子
ど
も

14

た
ち
と
い
う
大
虐
殺
が
目

の
前
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

。鶴
岡
市
議
会
は
、
平
和

を
求
め
る
市
民
の
声
を
受

け
止
め
、
人
道
的
に
戦
争

を
止
め
さ
せ
る
道
を
選
択

す
べ
き
で
し
ょ
う
。

2023年 月 日12 17
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（月２００円程度）
12月 26人 21,340円
11月 35人 46,400円

イ
ス
ラ
エ
ル
の
即
時
停
戦
を
！

市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
が
不
採
択

ふ
る
さ
と
賛
歌

16

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

八
色
木
薬
師
瑠
璃
光
如

（

）

来
堂
の
由
来

つ
づ
き

薬
師
如
来

薬
師
如
来
は
そ
の
名
の

と
お
り
、
仏
様
が
私
た
ち、

の
悩
み
苦
し
み
を
診
断
し

薬
を
処
方
し
て
治
療
し
て

く
れ
る
医
師
の
よ
う
で
あ

っ
た
こ
と
に
ち
な
み
「
薬
、

」

。

師
瑠
璃
光
如
来
と
呼
ぶ

十
二
神
将

薬
師
如
来
を
時
計
と
同

じ
十
二
と
干
支
の
十
二
の

時
間
に
わ
た
っ
て
守
護
す

る
夜
叉
（
鬼
神
）
の
大
将

た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。

神
農
尊

神
農
尊
は
、
古
代
中
国

で
医
薬
の
祖
と
さ
れ
た
神

、

、

様
で
同
じ
く
医
薬
の
仏

薬
師
様
と
同
じ
働
き
を
す

る
神
で
、
病
気
や
怪
我
に

対
し
て
薬
を
施
し
て
く
れ

る
神
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
寅
年
に
し

か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、
堂
主
の
海
藤
徳

三
さ
ん
と
、
羽
黒
町
手
向

の
羽
黒
山
荒
澤
寺
正
善
院

の
島
津
慈
道
住
職
が
、
世

界
平
和
へ
の
願
い
を
込
め

て
一
般
公
開
さ
れ
た
。

村
祭
り

八
色
木
相
撲

八
色
木

→

梵
天

郷
土
の
力
士
た
ち

→
村
の
俳
人
た
ち

→
☆

☆

☆

追
悼

同
僚
を
悼
む

鈴
木
重
雄

「
君
に
黄
金
の
盃
を
す

、

、

す
め
よ
う
な
み
つ
ご
う

遠
慮
は
い
ら
な
い
今
花
発

、

ひ
ら

い
て
い
る
け
れ
ど
、
人
生

何
時
か
は
別
れ
る
日
が
来

る
の
だ
」

中
国
の
詩
人
、
于
武
陵

う

ぶ
り
よ
う

が
詠
ん
だ
「
勧
酒
（
さ
け

か
ん
し
ゆ

）」

。

を
す
す
む
で
あ
り
ま
す

、

鈴
木
信
さ
ん

私
は
今

貴
方
の
前
に
立
っ
て
こ
の

詩
を
読
み
、
惜
別
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
は
貴
方
と
同
年
生
ま

れ
で
５
カ
月
先
輩
で
す
。

貴
方
は
旧
藤
島
町
農
協

発
足
か
ら
、
農
協
農
機
具

修
理
工
場
に
就
職
さ
れ
、

農
繁
期
に
は
連
絡
が
あ
れ

ば
飛
び
起
き
て
仕
事
に
向

か
う
人
で
あ
り
ま
し
た
。

藤
島
町
農
協
は
他
農
協

に
先
駆
け
て
、
農
機
具
と

自
動
車
修
理
の
認
証
工
場

を
指
定
さ
れ
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
終
始
一
貫
こ

の
事
業
に
献
身
さ
れ
ま
し

た
。人

柄
も
良
く
後
輩
の
面

倒
見
も
よ
く
、
組
合
員
の

信
頼
も
厚
く
充
実
し
た
毎。

日
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

家
族
か
ら
見
れ
ば
ち
ょ

っ
と
怖
い
お
父
さ
ん
の
よ

う
で
す
が
、
退
職
後
は
趣

味
の
書
道
を
楽
し
み
な
が

ら
、
教
室
を
開
き
、
受
講、

生
か
ら
先
生
と
親
し
ま
れ

充
実
し
た
人
生
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

元
気
で
朗
ら
か
で
、
共

に
喜
怒
哀
楽
を
語
り
合
っ

た
仲
で
す
。
そ
の
貴
方
が

病
魔
に
お
そ
わ
れ
黄
泉
の

旅
に
出
ら
れ
た
こ
と
は
惜

情
に
耐
え
ま
せ
ん
。

鈴
木
信
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
は
花
咲
き
鳥
笑
う
冥
土

の
世
界
で
、
心
静
か
に
過

ご
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し。

追
悼
の
言
葉
と
致
し
ま
す合掌

「
池
上
彰
の
ニ
ュ
ー
ス
そ
う
だ
っ
た
の
か
」

／

か
ら

10

14



鶴
岡
市
は
「
令
和
５
年

、

度
市
道
等
の
除
雪
計
画

書
」
を

月
８
日
公
表
し

12

ま
し
た
。

除
雪
計
画
路
線
は
、
市

道
延
長
１
５
２
８
・
０
㎞

の
う
ち
、
道
路
除
雪
３
１

６
２
路
線
１
１
３
７
・
８

㎞
、
歩
道
除
雪
１
５
０
路

線
１
０
５
・
９
㎞
で
す
。

昨
年
度
対
比
で
は
、
道

路
２
路
線
３
・
１
㎞
減
、

歩
道
で
は
２
路
線
０
・
５

㎞
増
で
す
。

道
路
用
除
雪
機
械
は
２

７
５
台
（
う
ち
市
有
車
が

）
、

３
台
増
の
１
３
５
台
で

歩
道
用
除
雪
機
械
１
台
減

の

台
（
う
ち
市
有
車
１

25
台
減
の

台
）
で
す
。

20

防
雪
柵
の
設
置
は
、
幹

線
道
路
な
ど
の

路
線
１
（

97

）、

。

減

延
長

・

㎞
で
す

23

33

道
路
消
雪
施
設
は
幹
線

道
路

路
線
（
１
増
、
延
）

39

（

）

長

・

㎞
０
・

増

15

52

05

で
す
。

、

凍
結
防
止
剤
の
散
布
は

幹
線
道
路
の
登
り
坂
や
橋

及
び
主
要
交
差
点
等
２
９

６
箇
所
（
１
減
）
で
、
延

（

）

長

・

㎞
０
・

増

38

81

83

に
散
布
し
ま
す
。

公
共
施
設
は
小
・
中
学

（

）

校
等
２
９
６
箇
所
１
減

の
駐
車
場
等
の
除
雪
作
業

を
実
施
し
ま
す
。

出
動
基
準

㎝
以
上

10

除
雪
機
械
の
出
動
基
準

は
、
路
面
に

㎝
以
上
の

10

降
雪
が
あ
る
場
合
、
ま
た

は
午
前
７
時
ま
で

㎝
以

10

上
の
降
雪
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
出
動
し
ま
す
。

、

降
雪
が
な
い
場
合
で
も

道
路
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
道
路
の
状
況
に
応

じ
て
剥
ぎ
取
り
・
道
路
拡

幅
等
を
行
い
ま
す
。

豪
雪
対
策
本
部

豪
雪
対
策
本
部
の
設
置

基
準
は
、
本
所
の
観
測
地

点
（
鶴
岡
公
園
の
観
測
地

点
）
が

㎝
を
超
え
、
道

70

路
事
情
が
悪
化
し
引
き
続

き
降
雪
が
多
量
に
見
込
ま

れ
る
場
合
が
基
準
で
す
。

朝
日
庁
舎
で
は
、
大
網

の
観
測
地
点
の
積
雪
が
１

５
０
㎝
を
超
え
、
温
海
庁

舎
で
は
、
温
海
川
観
測
地

点
の
積
雪
が
１
５
０
㎝
を

超
え
、
同
様
の
場
合
を
基

準
と
し
ま
す
。

排
雪
場
所

排
雪
場
所
は
、

・
本
所
（
赤
川
三
川
橋
上

流
右
岸
）

・
藤
島
庁
舎
（
藤
島
川
藤

浪
橋
上
流
左
岸
）

・
羽
黒
庁
舎
（
旧
羽
黒
第

一
小
学
校
用
地
（
羽
黒
町

手
向
地
内
））

・
櫛
引
庁
舎
（
赤
川
櫛
引

橋
下
流
左
岸
）
で
す
。

克
雪
計
画

市
は
令
和
５
年

月
、

11

「
鶴
岡
市
雪
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

地
域
除
雪
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
支
援
事
業
や
、
高
齢
者

・
障
害
者
及
び
母
子
世
帯

雪
下
ろ
し
費
用
補
助
事
業

（

）、

１
回
１
万
６
５
０
０
円

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

俺
は
責
任
分
だ
け
納
め
て

キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
分
は
残
し

た
ん
だ
か
ら
バ
レ
な
い
か

も
・
の
者
は
い
な
い
か
？

▲
派
閥
が
あ
る
か
ら
金
が、

掛
る
の
で
派
閥
を
無
く
し

政
治
献
金
も
無
く
す
る
か

ら
と
国
民
に
約
束
し
、
国

費
か
ら
国
民
一
人
当
た
り

２
５
０
円
を
政
党
助
成
金

と
し
て
出
す
事
に
し
た
共
（

産
党
は
反
対
）
ん
だ
が
、

派
閥
は
そ
の
ま
ま
で
、
政

治
献
金
に
代
わ
り
パ
ー
テ

ィ
ー
券
を
売
り
つ
け
る
と

い
う
悪
知
恵
が
出
た
ん
だ

ヨ
。
だ
か
ら
、
二
重
取
り

だ
ろ
・
と
言
わ
れ
て
久
し

い
ん
だ
が
、
自
分
達
で
決、

め
た
事
を
破
る
抜
け
穴
を

自
分
ら
で
創
る
ん
だ
デ
。

▲
首
相
の
第
一
声
は
「
国
、

民
に
疑
惑
を
持
た
れ
た
と

す
れ
ば
遺
憾
で
あ
る
」
だ

と
。
自
分
も
派
閥
の
長
で

「
イ
カ
ン
」
な
事
を
や
っ

て
い
な
い
の
か
？
今
は
、

長
を
辞
め
る
ん
だ
と
。
閣

僚
は
パ
ー
テ
ィ
ー
の
自
粛

を
・
と
指
示
し
な
が
ら
、

首
相
の
開
催
が
一
番
多
い

ん
だ
っ
て
サ
（
石
川
）

。

(

明
治

)

年
千
葉
で

回

44

99

と
な
っ
た
。

政
府
関
係
者
が
３
５
０

名
、
地
元
の
県
令
・
郡
長

・
一
般
吏
員
・
有
力
者
を

含
め
る
と
約
千
名
の
大
集

団
で
、
少
な
か
ら
ず
偉
大

さ
と
崇
敬
の
心
を
与
え
、

目
的
を
達
成
し
た
天
皇
の

一
大
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
な

っ
た
。

天
皇
の
玉
座

い
っ
た
。

本
格
的
巡
幸
は
１
８
７

２(

明
治
５)

年
の
近
畿
・

九
州
で
あ
る
。
お
召
艦
・

龍
驤
で
品
川
か
ら
伊
勢
神。

宮
を
廻
り
下
関
に
着
い
た

１
８
７
６(

明
治
９)

年

奥
羽
・
函
館
、

１
８
７
８(

明
治

)

年
11

北
陸
・
東
海
、

１
８
８
０(

明
治

)

年
13

山
梨
・
三
重
・
京
都
、

１
８
８
１(

明
治

)

年
14

北
海
道
・
秋
田
・
山
形
、

１
８
８
５(

明
治

)

年
18

山
陽
道
。

以
上
が
６
大
巡
幸
と
呼

ば
れ
、
最
後
は
１
９
１
１

の
力
量
を
身
に
つ
け
る
必

要
が
あ
り
、
多
く
の
国
民

は
天
皇
の
存
在
す
ら
知
ら

な
い
現
状
で
、
実
際
の
天

皇
の
姿
に
接
し
、
仁
徳
そ

な
え
た
新
天
皇
を
知
ら
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

、

１
８
６
８(

明
治
元)

年

大
阪
の
初
行
幸
。
複
数
ヶ

所
を
廻
る
こ
と
は
巡
幸
と

閣
僚
に
も
ド
ミ
ノ
が

死
ん
で
尚

悪
や
っ
て

い
た

ア
ベ
政
治

ま
だ
あ
っ
た

あ
と
は
い

い
の
か

ア
ベ
の
悪

俺
は
呆
れ
た
ネ
。
自
民。

党
政
治
の
悪
辣
さ
に
・
だ

国
民
生
活
を
、
失
わ
れ
た

年
と
言
わ
れ
る
社
会
に

30し
、
と
り
わ
け
生
活
保
護

費
の
切
り
下
げ
に
は
、
憲

法
違
反
と
い
う
判
決
が
出

る
切
り
詰
め
の
中
、
自
分

ら
は
億
を
超
え
る
金
を
闇

で
使
っ
て
い
た
と
い
う
ん

だ
。
何
か
あ
れ
ば
国
民
の。

為
と
い
う
政
治
家
が
ダ
ヨ

許
せ
る
か
～
。

▲
東
京
五
輪
誘
致
に
も
使

わ
れ
た
官
房
機
密
費
も
だ

が
、
政
治
を
掌
る
者
達
が

陰
で
使
っ
て
い
た
ん
だ
か

ら
、
国
民
の
為
の
良
い
事

に
使
わ
れ
て
い
た
わ
け
は

な
い
。
今
は
国
会
開
会
中

だ
か
ら
、
不
逮
捕
特
権
が

働
い
て
い
る
が
、
毎
日
が

戦
々
恐
々
で
、
国
会
出
席

ど
こ
ろ
で
な
い
者
が
何
人

居
る
こ
と
か
。
中
に
は
、

江
戸
幕
府
が
滅
亡
し
明

治
の
代
と
な
り
、
政
府
は

国
民
に
、
天
皇
は
正
統
・、

神
聖
な
存
在
で
あ
る
と
し

天
皇
崇
敬
を
広
め
、
天
皇

中
心
の
中
央
集
権
近
代
国

家
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
。

そ
の
た
め
、

歳
の
明
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治
天
皇
は
、
国
内
状
況
を

知
り
、
国
づ
く
り
の
明
主

令
和
５
年
度

市
道
除
雪
計
画

東
田
川
史
跡
物
語青山

崇

明
治
天
皇
の
巡
幸

①


